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岐阜県高根村の内ケ谷潮成層と徽植物化石辞集について

笠原芳雄・小林　繁＊・下野　洋＊＊・森　忍＊＊＊

はじめに

昭和56年度岐阜県博物館の特別展「御岳山は生きている」の開催準備のため御岳山地域の地質資

料を調査した。その展示資料の一つとして高根村内ケ谷川流域の湖成層と植物化石（注）をとりあげた。

この調査の結果，この地層中には花粉や珪藻化石が多量に含まれていることがわかった。これら

の詳細な特徴については今後研究を進めなければならないが，ここではこれまでに得られた知見の

概略を報告する。今回の調査にあたり基盤岩類については地質調査所広域地質課長山田直利氏にい

ろいろと御教示いただいた。また御岳火山の噴出物や湖成層基底の安山岩質蝶などについては富山

大学小林武彦助教授に御教示と原稿の校閲をいただいた。あわせてお礼申しあげます。

なお，この研究では筆者のうち野外調査は笠原・小林が，花粉分析は下野が，珪藻分析は森がそ

れぞれ分担した。

1　地質概説

本地域は御岳火山の北麓にあって，美濃帯

中，古生層分布地域の北東端にあたっている。

基盤岩は中生層で　これをおおう第三紀末
～第四紀前期の凝灰岩と内ケ谷湖成層があ

り，その南側には御岳火山の新旧噴出物がひ

ろがっている。それらの概略は次のとおりで

ある。

（1）中生層：

本地域の基盤岩として広く分布する。従来，

いわゆる秩父古生層と呼ばれてきたもので

北の乗鞍火山の噴出物と南の御岳火山の噴出

物に被覆されない地域にあらわれている。本

地域の南部では標高1700m付近まで露出して

いる。

岩相は砂岩が主体で　部分的に頁岩と

流

岩

チャートがはさまれている。一般走向は北東圏内ケ谷湖成層［田御再火山の噴出物（安山岩）

～南西で北へ60－70。傾斜する。近年高根ダム国道後谷溶結凝灰岩　区Z密謀貼．千日つ

付近の珪質頁岩中からジュラ紀中期を示す化

石がみつかり，また御岳山の高麗，牧尾ダム　　　　　　第1図　高根村南部の地質図

（注）この地層と植物化石については筆者の一人小林が15年前にその所在を確認していた。
＊　秋神温泉株式会社

＊＊　国立教育研究所地学教育研究室

＊＊＊名古屋大学理学部地球科学教室
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付近からほジュラ紀後期を示す放散虫化石がみつかってこれらの地層が中生層であることが明らか

にされた。

（2）道後谷溶結凝灰岩（山田・小林，1982）

本地域北西の道後谷周辺には中生層を不整合におおう安山岩質の溶結凝灰岩が稜線部をつくって

東西にひろがっている。厚さは50m内外である。全体に粗しょうで溶縞の程度はよわい。斑晶鉱物

は斜長石単斜輝石が多く，ほかに斜方輝石と鉄鉱物が含まれている。この火砕岩は本地域の北で，

乗鞍岳の西方山地や高原川流域に分布する高原火山岩類に対比される。

（3）内ケ谷湖成層（新称）

本地域内で現在までに3箇所分布することが判明した（第1図）。泥質層が主体で細粒砂の増加す

る部分があり，基底部は礫層がめだっ。また最上部にも礫をまじえる粗粒砂層がみられる。層序や

特徴については次章以下でのべる。

（4）御岳火山噴出物

本地域に日和田高原の台地をつくり広く分布するのほ新期御岳火山の継子岳溶岩（カシラン石含

有複輝石安山岩）である。また，内ケ谷沿いにはずっと古い活動期の古期御岳火山の噴出物，例え

ば倉越原溶岩と呼ばれ御岳火山の周囲に広い分布が認められる角閃石複輝石安山岩や玄武岩質安山

岩なども認められる。

2　内ケ谷湖成層の層序と特徴

高根村日和田開拓地留ノ原の南西約1kmの内ケ谷川河岸と，その上流500mの河床には砂質～泥質

の地層が露出している。また，この西方約2．5kmの布川上流域にもこれと類似した砂泥質層が存在す

る。これらは基盤岩との関係などから

みて同一堆積盆をもつものとは考えら

れないが，後章でものべるようにあき

らかに陸域の湖沼堆積物であるので

これも含めて内ケ谷湖成層と称す

る（周。

本層は基盤をなす中生層のチャート

を不整合におおう基底礫層の上に，砂

質層，砂質泥層が成層し，最上部はや

や礫質の中粒砂層になり，全層厚は20

m以上に達する。

これらのうち基底礫層は厚さ3－5

mである。礫は径20－30cmのものが多

く，最大1mに達するおのもある。多

くは亜角礫内至亜円礫で不淘汰の特徴

を示す。礫種は基盤岩（砂岩，チャー

ト）と安山岩質の火山岩がそれぞれ

半々の程度であるが，流紋岩や花講斑

岩がわずかに含まれている。また安山 第2図　内ケ谷層の分布と試料採取地点

（注）布川流域の堆積物はことによると時代がことなるかもしれない。
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岩質の凝灰岩礫や安山岩礫の一部，花闇斑岩などはくきり礫に

なっている。

安山岩の礫は角閃石含有普通輝石・紫蘇輝石安山岩，普通輝石

安山岩，角閃石安山岩，紫蘇輝石・普通輝石安山岩などである。

図1期蒜器器慧葉票器議書誓書富
市翻2　まれる。また基質は粗粒砂が多いが粘土のまじろ部分もある。

目3
布川上流の堆積物では基底礫層がみられない。下部の泥層中に

はスギなどの材化石（径10－20cm）を多く含み，軽石層（厚さ25

図4　cm）やスコリア層（厚さ15cm）を砂泥質層中にはさんでいる。黄

第3園　内ケ谷層の柱状図
白色軽石層の重鉱物組成は単斜輝石と斜方輝石，鉄鉱物を含み，

1．秒質層，2．泥質層　　微量の角閃石をともなう。スコリア層のそれば単斜輝石を主とし・

3．礫層，4．基盤岩　　　　斜方輝石と鉄鉱物を含む。

これらの砂泥質層の構造はほとんど水平であるが，内ケ谷ではゆるやかな向斜（盆状）構造を示す。

3　内ケ谷居の花粉分析

これまでに内ケ谷層の一部試料について花粉分析を行なった。分析したのは第2図に示した地点

の下部（試料1）とその上流500mの河床（試料2）の二試料である。試料1ほ淡灰色の砂質泥岩で

炭化した樹皮等の破片を少量含んでいる。試料2ほ淡黄褐色の砂質泥岩で　炭化した樹皮等を少量

含んでいる。

花粉の同定は倍率400－1000倍の光学顕微鏡で検鏡し，重複しないように無作為的に花粉・胞子化

石を一試料につき約400個同定し，これらの化石を各科・属ごとにまとめて，その検出量を百分率で

表した。この結果は第4図に示したが要点は次のとおりである。

試料1からは5科20属の花粉・胞子遺体と菌類胞子及び双鞭毛藻類を若干検出した。木本類と草

本シダ類に注目したとき，木本類の占める割合が92．9％と圧倒的に高くなっている。木本類はスギ

の出現率（20％）が最も高く，亜高山帯のブナ（17％），ツガ（11％），モミ（8％），森林帯のブナ

（7％），トウヒ（6％），二葉マツ（6％），ハンノキ（4％），カバノキはわずか1％で五葉マツ，

ニレ，ケヤギなどは全く検出されなかった。

試料2からは4科21属の花粉・胞子遺体と若干の菌類胞子および双鞭毛藻類を検出した。これら

のうち木本類の占める割合が91．1％と圧倒的に高くなっている。その内訳はスギの出現率（19％）

が最も高く，次いで亜高山帯のブナ（18％），ハンノキ（12％），森林帯のブナ（11％），ツガ（5％），

モミ（4％），二葉マツ（4％）などである。

このように試料1，試料2ともに検出される花粉・胞子の種類は全く類似しており，それらの出

現率もよく類似している。厳密に両者を比較すると試料2ではハンノキ，シダ類の出現率が試料1

よりかなり高率になっていることが特徴といえる。

次にこれらの結果について気候帯ごとの検討を行なうために，温量指数にもとすく植物区分の方

法を用いた。温量指数（吉良竜夫，1945）とは月平均気温5℃以下の月を除く，他の月の平均気温

から5℃を減じたものをすべて積算したものである。これは「暖かさの指数」とも呼ばれている。

この温量指数別には次のような植物が区分される。

①　亜寒帯性植物：温量指数（W．1．）＝15－55度　モミ・カラマツ・ツガなど。

－19－



笠原芳雄・小林　繁・下野　洋・森　忍：岐阜県高根村の内ケ谷湖成層と徴植物化石群集について

花粉連体産出頻度 倩�����{�������試　　料　　2 
％　　10　　　20 �������#������

Abies 　　（モミ属〕） �� 

Picea 　（トウヒ属） �� 

Larix 　（カラマツ属） ��ｲ� 

Tsuga 　　（ツガ属） �� 

Betula 　（カ六ノキ属） ��ｲ� 

Faguscrenata 　　（ノ∴ナ） �� 

Cryptomeria 　　（スギ科） �� 

Lepidobalanus 　　（カシ） ��ｲ� 

FagusJaPOnica 　　（ブナ） �� 

Pinusdiploxylon type（二葉でツ） �� 

Pterocarya 　（サワグ／レミ） ��ｲ�＋ 

Sciadopitys 　仁7ウヤーでキ） ��＋ 

Acer 　（カェナ属） ��ｲ�＋ 

Corylus 　（ハシノ言属） ��ｲ�＋ 

Salix 　（ヤナギ属） ��ｲ�＋ 

Ericaceae 　（ツツシ属） ��ｲ�＋ 

Juglans （オニグルミ属） ��＋ 

Tilia 　（シナノキ属） �� 

Alnus 　（ハンノキ属） �� 

CyclobaIanopsis 　（カシ属） �� 

Carduoideae 　（キク属） ��ｲ�＋ 

Chenopodiaceae 　（アカサ属） ��ｲ�＋ 

Orchidaceae 　　（ラン科） ��ｲ� 

Osmunda 　（ゼンマイ科） �� 

Polypodiaceae 　（ウラボシ科） ��ｲ� 

Pteridium 　（ワラビ科） ��ｲ� 

Fungus 　　（菌類） ��ｲ� 

Dinoflagellates 　（双鞭毛藻類） ��ｲ� 

第4図　花粉化石の出現頻度

本類を主体にし，ウラボシ科，ワラビ，ゼンマイな

どのシダ類を下草とする植生が存在した。

（II）モミ，カラマツ，トウヒ，カバノキの出現頻

度が少なく，常緑カシが若干出現することから，現

在の植生とは少しちがいがあり，現在より多少暖か

い気候条件下にあった。

（III）二葉マツの出現頻度は両試料とも4－6％と

低率であることから，あまり乾燥した気候条件では

なかった。

（D　冷温帯性植物：温量指数＝45－90度　カ

バノキ・亜高山帯のブナなど。

③　冷温帯性～温帯性植物：温量指数＝

55－140度　スギ　落葉カシ　森林帯のブナな

ど。

④　冷温帯中部一暖温帯性植物：温量指数＝

70－140度　二葉型マツ，ハンノキ，ヤナギ，ハ

シバミ，ツツジ　カエデなど。

（㊦　暖温帯性～亜熱帯性植物：温量指数＝

100－180度　常緑カシなど。

それぞれの植物には生育可能な温量指数の範

囲があり，この温量指数をもとに上記のような

木本類の分布域を分類することができる。

このようにして温量指数別に区分された植物

がそれぞれに占める割合は第5図のようであ

る。これによると冷温帯性～温帯性植物のそれ

が両試料とも30％以上で1位，2位以下は試料

1では亜寒帯性植物，冷温帯中部一暖温帯性植

物，冷温帯性植物，暖温帯性～亜熱帯性植物と

なり，試料2では冷温帯中部一暖温帯性植物，

冷温帯性植物，亜寒帯性植物，暖温帯性～亜熱

帯性植物の順となっている。

以上の特徴からみて内ケ谷層の堆積初期の時

代の環境について次のように推論することがで

きる。

（I）本地域周辺にはスギ科，亜高山帯のブナ，

ツガ，森林帯のブナ，モミ，ハンノキなどの木

によ植物，メ薯率 温量指数 ��慰�������(h耳������∴　　』　　〕 ％10　20：iO！／10 �����#����ｨ�ｨ��C��

亜寒帯性植物 W．I．＝15－55度 �� 

冷温帯性植物 W．1．＝45－90度 �� 

冷…′剛性－ �� iJ〈血両＿ 温帯1割植物 �� 

W．I．＝55－140度 �� 

冷温帯中部一 噴油・嗣生柄物 W．I．＝70－140度 �� 

暖温帯性一 皿蕪辞ii傭直物 W．I．＝100－180度 �� 

第5図　温室指数別植物の出現頻度
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4　化石珪藻群集と古環境

（1）分析資料：第1図に示した地点から採取したがいずれも植物破片を多く含む中粒から粗粒砂

岩で　かなり団結度が高い。三試料から珪藻化石が産出したが，そのうち1では少なかった。2と

3の試料から比較的多くの珪藻化石が産出し，この二試料についてまとめた。

（2）珪藻群集の概要：試料2・3の二つにみられる珪藻群集はよく類似しており，大きな相異は

ないといえる。優占種としてqclotella kuizingidna THWAITES　と　Melosimitalica var・ualida

GRUNOWがあげられる。後者のMelosiraは試料3では減少し，そのためCyclotellaが68％と優占

する群集となっている。亜優占種としてFn略ilaridpinnaiaEHRENBEGとStephanodtscusastmea

var．minutula（KUTZ．）GRUNOWがみられた。ほかの珪藻の産出はたいへん稀で　前記4種の間

にごく僅かに兄い出された。これら優占・亜優占種は湖沼の浮遊性種や沿岸性種であることから，

内ケ谷層は湖成堆積物とされる。植物破片など有機質成分が多いにもかかわらず，有機酸性水を好

み，湿地帯などで優占するEuno巌やHnnunγわなどの産出は少なかった。また大型の珪藻では

MelosirlaSp．とEbithemia tu7giddが稀にみられる程度で：（ウmbelh，StaurOneiSPinnulaγiaなど

の大型珪藻は少なかった。このような珪藻群集の特徴から水の澄んだ貧栄養湖に内ケ谷層が堆積し

たものと推測される。

なお内ケ谷の西方約60kmの岐阜県白鳥町および八幡町周辺には更新世のものと推定される淡水成

珪藻土が分布している（OKUNO，1952）。それらの優占種は地域や岩相，層準によって相違している

が，Melosimdおians（EHR．）KUTZING，M．granulata（EHR．）q′ClotelhlCOmia（EHR．）KUTZING，

Stephanodtscus n毎garlaeEHRENBERG，FmgihlridconstγuenSVar．uenteγ（EHR．）GRUNOW，など

である。これらの珪藻は内ケ谷層では見られないか，出現しても少数であり，優占種については様

相が異なっている。

5．内ケ谷居中の主な珪藻化石

今回の分析結果出現した種類は表1に示したように中心目が3属8種，羽状目が30属79種（変種

品種を含めての全分類群）である。多くの種は琵琶湖（SKVORTZOW，1936b）や木崎湖（SKVO－

RTZOW，1936a）などの湖底堆積物中の珪藻と共通している。

今回は光学顕微鏡（LM）による観察に加えて，走査型電子顕微鏡（SEM）を利用して珪藻殻の

構造を観察することができた。この結果をおもな珪藻についてのべる。

なお珪藻の同定にほっぎの文献を参照した。安藤ほか（1971），ANm・KoBAYASHI（1975），長谷川

（1966－1968），HUsTEDT（1930，1961－1964），KAMIJO・WATANABE（1974），小林（1964），KoBAYASI・

ANm（1977），OKUNO（1952，1964），PATRICK・REIMER（1966，1975），SKVORTZOW（1936a，b），渡辺・

上条（1973），渡辺（1977），山岸・小林（1971）。

Melosimitalicavar．valithGRUNOW（図1，2）。細胞壁は厚く粗剛で　蓋盤嫌は図1にみられ

るように隣の蓋盤妹と指交して密着している。この連結が強いために，図1のように半細胞ずつが

連結した標本が多くみられる。点紋は角の丸い矩形で　蓋盤近くでより長くなる。点紋は小室であ

り，内部に更にいくつかの小室がっくられている。図2にみられるように蓋盤の周辺にもこうした

小室が放射状に並んでいる。細胞壁の破断面をみるとこれらの小室は殻内まで達していない。殻内

の表面は平滑で　横滝部で輪状隆起がみられるのみである。横滝部の外套面は図1にみられるよう

に凹みはなく，また小室構造もなく，小病状突起が散在している。

Melosi71aaff．americanaKUTZING（図3）。細胞は低い円柱状で頸部がやや長い。点紋列は長軸
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表1　内ケ谷層産珪藻化石

1．Melosim aff．americam KUTZING

2．M．iialica var．ualidd GRUNOW

3．M．weseana RABENHORST

4．M．undulata var．normnniARNOTT

4／5．M．uaridms AGARDH

5．M．sp．

6．Cyclotella kuj2ingiana THWAITESvar．kiitgin一

g2ana

7．StephanodiScusastraeavar．minutula（KUTZ．）

GRUNOW

8．TtZtm（yClus ema7ginatus（EHR．）W．SMITH

9．Ttlbellariafnestmia（LYNGBYE）KUTZING

lO．Didtonahiemllevar．mesodon（EHR．）GRUNOW

ll．ODeDhorla∴marかiHERIBAUD

12．Fmgildγわ　Construens（EHR．）GRUNOW var．

COnStmenS

13．F construens var．binodiS（EHR．）GRUNOW

14．F pinnaia EHRENBERGvar．pinnala

15．（カrlatOneis alt：uS（EHR．）KUTZINGvar．alt：uS

16．5ynedragOuh7diBREBISSON

17．Eunotわcf．eDithemioides HUsTEDT

18．E．f）micaEHRENBERGvar．力γmica

19．Epectinalisvar．minoγ（KUTZ．）RABENHORST

20．E cf．Dseudq似uosa HUsTEDT

21．E．veneriS（KUTZ．）0．MULLER

22．Cocconeis diSculus（ScHUMANN）CLEVE

23．C．placentulavar．eugbゆめ（EHR．）CLEVE

24．Achnanthes clet）eivar．γOStmia HUsTEDT

25．4．hnceohta BREBISSON var．hnceohtta

26．A．hnceohtavar．ha）maldii（IsTV－ScHAARSCH）

CLEVE

27．A．hnceohta var．elltptica CLEVE

28．EucocconeiS Pe鱒ella（KUTZ．）HUsTEDT（＝

Achmnthes／lexelh（KUTZ．）BRUN）

29．RhoicosphenわcuγVah（KUTZ．）GRUNOW

30．Didtomella ba雄）aridnaGREVILLE

31．Mast（埋loiaelliPticavar．（hnseii（THWAITES）

CLEVE

32．FruStulid rhomboides var．amphわIeurOides

（GREV．）CLEVE

33．AmphわIeumpellucida KUTZING

34．GyrOSをna sp．

35．Nbnium sp．

36．StauγOneis phoenicenterOnEHRENBERG

37．Dit）loneiSfnnica（EHR．）CLEVE

38．D．Oblongella（NAEG．exKUTZ．）Ross

39．D．sp．

40．Ndt，kula bacillum EHRENBERG var．bacillum

41．N contenla GRUNOWvar，COntenta

42．N gastnim EHRENBERGvar．gastnim

43．N placentaEHRENBERGvar．placenla

44．N Dld）ula KUTZINGvar．pld）ula

45．Npupulavar．capiiaiaSKVORTZOW＆MEYER

46．N pusioCLEVE

47．N？adiosa KUTZINGvar．mdiosa

48．N radiosa var．paruaWALLACE

49．N senJOenSis H．KoBAYASI

50．N senJOenSis var．？

51．N tuscuh（EHR．）GRUNOW

52．N viriduhl（KUTZ．）KUTZINGvar．uiriduh

53．Nl）iriduh var．linearis HUsTEDT

54．（カloneiS bacillum（GRUN．）MERESCH var．

bacillum

55．C．silicula（EHR．）CLEVEvar．silicula

56．Hnnularia qDpendicuhh（AGARDH）CLEVE

57．P cf．biceDsoides H．KoBAYASI

58．P bmunii（GRUN．）CLEVEvar．blaunii

59．P cf．gmcillima GREGORY

60．PinterniDiaW．SMITH

61．P nodosa EHRENBERG

62．P subsolariS（GRUN．）CLEVE

63．Cymbella culゆidala KUTZING

64．C．cymb的mts（AGARDH？KUTZ．）vanHEURCK

65．C．eh7enbelgiiKUTZING

66．C．gmcilis（RABENHORST）CLEVE

67．C．leDtoceγOS（EHR．）GRUNOW

68．C．sinuala GREGORY

69．C．tulg寂l（GREG．）CLEVE

70．C．ventγicosa KUTZING

71．AmDhom oualis var．q第niS（KUTZ．）van

HEURCK eX DET

72．A．ovalisvar．Dediculus KUTZING

73．Gomphonema acuminatum EHRENBERG var．

acuminatum

74．G．cleueivar．inaequilongum H．KoBAYASI

75．G．constγictum EHRENBERGvar．COnStrictum

76．G．intrわatum KUTZING

76／77．G．linguhztum HUsTEDTVar．linguhtum

77．G．olivaceum var．quadrit，unCtatum OESTRUP

78．Ebithemわzebravar．SαOnica（KUTZ．）GRUNOW

79．E．soγeX KUTZINGvar．sOl∽

80．E tulgith（EHR．）KUTZINGvar．tulgidt1

81．Rhopalodiagibba（EHR．）0．MULLER

82．NitzschわheideniiMEISTER

83．N palea（KUTZ．）W．SMITH

84．のmatoDleumsolea（BR丘B．）W．SMITH

85．Surirelh tenuissima HUsTEDT
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に平行し，点紋は蓋盤近くで長大になっている。細胞形がM．ameγicanaのようには橋形になって

いない。M．ameγicanaは熱帯アメリカから報告され，日本では木崎湖，青木湖から，また変種が

琵琶湖から報告されている。

Melosimsp．（図6－9）。本種は内ケ谷層でみられる数少ない大型珪藻の一つで　一細胞は低い

円柱状であるが，多くの細胞が連鎖して大きな円筒形となって産出している。外套部の模様は　M・

a7℃naγわによく似ている。蓋盤面と平行する面に貫孔が並び，これは殻内まで達して，図8，9に

みられるような中空の突起となっている。外套表面にはミシン目状の点紋が長軸方向に密に並んで

いる。殻内では図9のような規則的構造となっている。蓋盤嫌は短かい舌状で　隣の蓋盤疎と密に

指交して連結する。蓋盤面はM．arenaγわのような放射状の構造はなく，不規則な凹凸がみられる

程度である。

Cyclotellakui2ingidnaTHWAITES（図13－15）。細胞は短円柱形で蓋殻面の切線方向のうねりは

ほとんどない。蓋殻面で半径の％程から放射状に二重点紋列が並んでいる。これは中央部でやや長

短不揃いになっている。中央区は少し凹凸しており，少数の貫孔が散在し，これは殻内では中空の

突起となっている（図15，16）。そのほか蓋殻面全般に小癌状突起が散在している。蓋殻周辺部には

貫孔が規則的に並び，これは殻内では図16にみられる中空突起となっている。また蓋殻周辺の内側

には放射状に小室が並んでいる。殻内で小室列の少し中央よりに一個の唇状突起がみられる（図15

の下部）。

7セtmcyclus emarginatus（EHR．）W．SMITH．本種は名古屋市周辺の鮮新世・更新世の地層中か

らよくみい出される。内側からみたSEMの図を載せた。殻端近くに唇状突起がみられる（図17）。

Dわtomahiemalevar．mesodon（EHR．）GRUNOW（図18）。本種は稀にみつかるもので　内側か

ら見たSEMの図を示した。殻端近くで擬縦溝付近に唇状突起がみられる。

FmgihrわpinnalaEHRENBERG（図19－22）。本種についてOKUNO（1964）は透過型電子顕微

鏡で観察し，その殻構造を復元している。SEMによる観察像はその復元図とよく一致している。切

頂線紋は長楕円形をしており，縦走条線によって細かく区画されている。殻内ではこの室は凹となっ

ていて，開口していない。切頂線紋の問で殻縁より少し内側に突起が並び，その端は樹枝状に分か

れている。この突起列は隣の殻のものと指交して組み合い連結細胞を作っている。

Achnanthes∴Cleveivar．rOStγaia HUsTEDT（図33）。切頂線紋の点紋は殻内では薄い皮膜の半円

球となっているのが注目される。この薄殻は壊れて貫孔となっていることが多い。

AchnantheslanceohlulBR畠BISSONvarlanceoldia（図31，32）。本種を内側からみると縦緯殻も

擬経緯殻も粗い切頂線紋がみられる。図31でかすかに見られるように蓋殻表面にはたいへん徴少な

点紋が不規則に並んでいる。

Nduiculdse毎oensisH．KoBAYASI（図42）。本種は安藤ほか（1971）によって埼玉県仙女が池か

ら報告された。内ケ谷層産のNdl元cuhは殻形や縦走条線の走り方がN se毎oensおによく似てい

るが，中心域が横へ広がる点が異なっている。

NduicuhlgaStrum EHRENBERG（図48）。殻の内側をSEMでみると変わった構造がみられる。

中軸区の両端を縦溝を囲むように細溝が走り，殻端の手前で終っている。殻端では細溝から少し離

れて二個の長円形の藩が作られていた。

NduiculaconteniaGRUNOW（図61）。内ケ谷層からほ稀に産出するが，岡山県のジュラ系山奥層

からN contentavar biceps（ARNOTT）GRUNOWが報告されている（命，1980）ので　ここに

図を載せた。
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CymbelldsinualaGREGORY（図66，67）。本種をSEMで観察すると，切頂線紋は蓋殻面では二

重点紋列からなり，殻内で細長い楔状の開口になっていることがわかる。

Gomphonema oliuaceum var．quadr¢unciatum OESTRUP（図59，60）。本種は中心域で縦藩の

中心孔近くに4個の点紋があることが特徴になっている。それらは殻の内側でみると針で数回突い

たような構造になっている。切境線紋は蓋殻面では二重点紋列となっており，G．acuminatum（図

58）やG．constrictumのように縦走条線が走るものと異なっている。

6．内ケ谷湖成層の時代について

すでに述べた花粉や珪藻化石の資料から時代を決めることはできない。しかし，本層の基底礫の

中には古期御岳火山の噴出物とみられる安山岩礫が含まれており，布川上流の露頭ではおそらく御

岳起源とおもわれる軽石層やスコリア層が含まれている。したがって，直接の証拠はないが，花粉

化石が比較的暖かい気候を示すこと，本層の中に新期御岳火山の噴出物を含まないことなどからみ

て，内ケ谷層は古期御岳火山の時期以降で　新期御岳火山の活動開始以前すなわち最終永期より古

い，いずれかの間氷期に生成したのではないかと推測される。
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OnthePleistoceneUchigataniFormationandmicro－fossileassemblages

YoshioKASAHARA，ShigeruKoBAYASHI，

HiroshiSHIMONO，ShinobuMoRI

The Uchigataniformationissporadicallydistributedatthenorthfoot ofOntake voIcano，Gifu

Prefecture・Theformationconsistsofstratifiedsandandmudbedswhichunconformablycoversthe

Jurassicserieswithabasalconglomerate．Thetotalthicknessexceeds20meters．

Fossildiatomswereobtainedfromtheformationandexaminedwith alightmicroscope and a

SCanningelectronmicroscope．ThediatomfloraisdominatedbyCyclotelldkut2inglanaTHWAITESand

Melosimiialicavar・ualiddGRUNOW．AndsubdominantdiatomsareFmgihlriaDinnataEHRENBERGand

StephLmOdiscusastlaeaVar．minutuh（KUTZ．）GRUNOW．Acarefulexaminationofthediatomsamples

yielded33genus87taxa．ItisestimatedfromthediatomflorathattheUchigataniFormationwas

depositedunderaoligotrophiclake，Whosewaterwasclear．

Theresults ofpalynologicalstudyis asfollows．The arborealpollen was observed with high

frequency，eSpeCiallyC7〕Qtomeria，Ftzguscrenataand7tliga，buttheherbaceouspollenandfernspore

WereObservedwithlawer．Itseemsthattheclimatewaswarmerthanpresentone，COnSideringthat

appearance ratios of Abies，Larik，→nCea，and Betuh werelow and that evergreen QuerCuS WaS

alittle observed．
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図版の説明

図版1（試料1）

1．Abies．2．Tsuga　3．Cryptomeria　4．Faguscrenata　5．Fagusjaponica

6．Cryptomeria　7．Juglans　8．Pterocarya　9．BetulalO．Ericaceae

ll．Betula12．Corylus13．Tilia14．Salix

図版2（試料1）

15．Cyclobalanopsis16．Lepidobalanus17．Cyclobalanopsis18，19．Lepidobalanus

20，21．Alnus　22．Chenopodiaceae　23．Carduoideae　24－26．Osmunda

27－28．Pteridium　29．polypodiaceae　30．Pteridium　31，32．Fungus

図版3（試料2）

1，2．Abies　3．Picea　4．Abies　5．Picea

図版4（試料2）

6．Abies　7－9．Tsugal0－14．Pinus

図版5（試料2）

15．Larix16－19．Cryptomeria　20．Sciadopitys　21．Ericaceae

22－25．Faguscrenata　26．Fagusjaponica　27，28．FagusCrenata

29，30．Fagusjaponica　31．Cyclobalanopsis　32，33．Lepidobalanus

34．Cyclobalanopsis　35．Acer　36．Salix　37，38．Corylus

図版6（試料2）

39，40．Corylus　41－44．Alnus　45，46．Betula　47－49．Tilia　50．Carduoideae

51．Chenopodiaceae　52－54．Osmunda　55－57．Polypodiaceae　58－61．Pteridium

62，63．Fungus　64，65．Dinoflagellates

図版7

1，2．Melosimiialicavar．validdGRUNOW．1ほ半細胞ずつが蓋盤藤で連結している。

2は斜め上から見たもの。3．Melosimaff．americanaKUTZING．4，5．Melosiraundulata

Var．nOγmanniARNOTT．5は破断面と内部をみた図。6－9．Melosimsp．6ほ半細胞ずつが

連結した側面図。7は蓋盤面の一部を示す。8は側壁から蓋盤の内側を，9ほ側壁の内側を見た

図。10，11．SゆhanodiScus astmea var．minutula（KUTZ．）GRNOW．10は蓋殻を内側から見

た図。11は蓋殻面図。12．MelosimuaγidnsAGARDH．なお1－8，12のスケールは10／）を，9－11

のスケールは5／」を表わす。

図版8

13－16．CyclotelldkujzingわnaTHWAITES．13と14は蓋盤面を斜め上から見た図で14は拡大

図。15と16は内側を見た図。17．7セtriaの′Clusemarginatus（EHR．）W．SMITH．内側からみた図，

18．Dわtomahiemalevar．mesodon（EHR．）GRUNOW．内側からみた図。19－21．Fnzgildrわpinnaia

EHRENBERG．19は蓋殻を斜め上からみた図。20，21は連結細胞の殻環面。20はLMで21はSEM

でみた図。14と16のスケールはlllを，他のスケールは10llを表わす。

図版9

22．Fmgihrわpinnaia EHRENBERG．の殻環面図。23，24．F7働gihγわConstruens（EHR．）

GRUNOW．23は蓋殻面，24は連結した細胞の殻環面。25．＄medmgouhrdiBREBISSON．

26．CocconeiS phcentuhvar．eug助脇（EHR．）CLEVE，内側からみたSEM図。
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27．Eunothf）rmicaEHRENBERG．28．Eunothcf．epithemioides HUsTEDT．

29．Eunotid ueneris（KUTZ．）0，MULLER．30．Didtomelh baUbaγわnaGREVILLE．

31，32．Achnanthes hnceohh BREBISSONvar．hnceohia．31は擬縦溝殻，32は経緯殻をい

ずれも内側からみたSEM図。33．Achnanthes cleueivar．wstmh HUsTEDT．内側からみた

SEM図。34．EucocconeisPekelh（KUTZ．）HUsTEDT．経緯殻。35．Dわloneおoblongelh（NAEG．

ex KUTZ）Ross．36．Dit）lonets jinnica（EHR．）CLEVE．37－39．Mast略loid elltt）tica var．

ddnseii（THWAITES）CLEVE．38は隔壁を，39は蓋殻面のSEM図。

40．Nduiculd pusio CLEVE．22，26，31－33，39，40のスケールは10／Lを表わす。

図版10

41．FruStulit上rhomboides var．amphit）leurOides（GREV．）CLEVE．42．Ahuicuh se毎oensiS

H．KoBAYASI蓋殻面のSEM図。43．Nse勿oensisvar．？44．Nuiridula（KUTZ．）KUTZING

var．Uiγiduh．45．N viriduh var．linearis HUsTEDT．

46．N tusculd（EHR．）GRUNOW．47．NphcentaEHRENBERG．48．NgastγumEHRENBERG

内側からみたSEM図。49．N pe¢uh KUTZING var．pupula．50．N pl¢uh var．caDitaia

SKVORTGOW＆MEYER．51．N bacillum EHRENBERG．52．Pinnuldγわbmunii（GRUN．）

CLEVE．

53．P subsohriS（GRUN．）CLEVE．54．P cf．bicepsoides H．KoBAYASHI．

55．P．appendicuhia（AGARDH）CLEVE．56．P．interruptaW．SMITH．内側からみたSEM図

57．GomDhonemalinguhtum HUsTEDTvar．linguldtum．

58．G．acuminatum EHRENBERGvar．acuminatum．内側からみたSEM図。59．a，b．G．

Olivaceum varguadriDunciatum OESTRUP．内側からみたSEM図で　59bほ中心域の拡大図。

60．G．constγictumEHRENBERG．内側からみたSEM図。42，48，56，59a，60のスケールは10

佑　59bのスケールはlllを表わす。ほかの図は57と同じスケール。

図版11

61．NdvicuhcontenlaGRUNOW．内側からみたSEM図。62．Cymbelldeh7enbelgiiKUTZING．

63．C．cuspi（hhKUTZING．64，65．C．leDtoceγOS（EHR．）GRUNOW．65は内側からみたSEM

図。66，67．C．sinuaめGREGORY．66は蓋殻面，67は内側からみたSEM図。

68．C．αmb的rmお（AGARDH？KUTZ．）vanHEURCK．69．秒ithemid zebm varsaXOnica

（KUTZ．）GRUNOW．70．E．soγeXKUTZING．71．Rhopalodiagibba（EHR．）0．MULLER．

72．Niizschわpalea（KUTZ．）W．SMITH．73，74a，b．N heideniiMEISTER．74a，bほ内

側からみたSEM図で，74bは中央部の拡大図。

61，63，65－67，74aのスケールは10〟を，74bのスケールは1／lを表わす。そのほかの図は

63と同じである。
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